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株式会社榎戸材木店
会 長 　 榎 戸 正 人

　ついこの前、あけましておめでとうございますと挨拶したと思ったら、あっという間に師走。し忘れ
たことがないか思い返し、反省するから「しわす」というのだと聞いたことがありますが、し忘れるも何
も、何をするかを考える間もなく 1年が過ぎてしまいました。
　昨年は「来年は本格的に本を書く！」と宣言したのですが、年々、目が悪くなりパソコンに向かって文
章を書くのがつらくなった……結局、体力の衰えを考えずに気持ちだけ前に進もうと思っても無理で、
つまずいてコケてしまうのだと実感させられました。まず、出来ることと出来ないことを考えなくて
は……
　自分で出来ることに限界があるなら、人にやってもらうのが手っ取り早い。夢や希望を金で買うのは
気が引けますが、何もせずに 1年が過ぎるよりも、本当にやりたいこと、やれることが見つかるまでの
「つなぎ」ということで……
　ということで、とりあえず来年はラオスに中学校の校舎を 1棟、寄付することにしました。なぜラオ
スにこだわるのかというと、当社が以前、ラオスヒノキを扱っていたこともありますが、日本政府も企
業もラオスという国の地政学的重要性に気が付いていないからです。タイやベトナム、マレーシア、イ
ンドネシア、バングラディシュなどの東南アジア諸国が経済発展し進出する日本企業も多いのに、豊か
な天然資源を持ちながらラオスは取り残されています。なぜか？内陸で海に面していないからです。
　原材料を輸入するにも、天然資源や工業化して出来た製品を輸出するにも、海に面しておらず港がな
いというのは致命的なハンデキャップです。どの国も目を向けない中で、唯一、積極的な投資をして取
り込もうとしている国がある……そう、中国です。国境を接する中国はラオスを経由してマレーシアや
カンボジア、タイまで鉄道や高速道路を造ろうとしています。完成すれば、トラブルの多い東シナ海、
南シナ海を通らずに中国製品を輸出し、原材料を輸入できます。アメリカなどが高性能半導体などの中
国向け輸出を禁止しようとしても、これはラオス向けですということにして抜け穴にも利用できます。
　ラオスが中国の手に落ちることを避ける唯一の方法は、親日国にすること。そのためには中国びいき
に対抗できるだけの日本びいきの国民を増やさなくてはなりません。学校を造り、中学生、高校生への
学費の支援をしていけば、優秀な学生の中には日本の大学に留学し、やがてラオスの政治、経済を担う
人も出てくれるかもしれません。
　中国が他国を支援するのは、その国のことを考えてではなく、あくまでも自国、中国の利益しか頭に
ありません。これは植民地主義で、中国はアフリカ諸国まで植民地化しようとしています。その点、日
本の援助は相手のことを第一に考え、その国が豊かになり幸せになってくれれば、やがては日本のため
になるという、世にも稀な考え方の国です。かつて、東南アジアを植民地化しようとしたことの反省な
のかもしれませんが……だから私は余生をラオス支援に捧げることにしました。これなら体力が衰えて
も資金力さえあれば出来ます。そのための資金を貯めるのが、毎年の目標です。悩む必要もなく、楽で
良いな！
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1867（慶応 3）年　（32歳）　幕府の軍艦受取委員の随員として再渡米
1868（慶応 4）年　（33歳）　自ら教えていた塾を慶応義塾と命名
1869（明治 2）年　（34歳）　福澤屋諭吉の名で出版業に着手。以後著作権の確立運動にも従事する
1870（明治 3）年　（35歳）　中津に帰り母を東京へ
1871（明治 4）年　（36歳）　中津市学校の開校に尽力
1872（明治 5）年　（37歳）　「学問のすゝめ」初編出版
1874（明治 7）年　（39際）　三田演説会を組織する
1875（明治 8）年　（40歳）　三田演説館会館完成
1882（明治15）年　（47歳）　「時事新報」創刊
1892（明治25）年　（57歳）　北里柴三郎の研究を助成するため、伝染病研究所を設立
1894（明治27）年　（59歳）　墓参のため、長男と次男を伴って中津へ帰郷。耶馬溪の「競秀峰」を買い取る
1898（明治31）年　（63歳）　「福翁自伝」脱稿。脳

のう いっ　けつ

溢血を発症し、リハビリで回復する
1899（明治32）年　（64歳）　「女大学評論・新女大学」刊行
1901（明治34）年　（66歳）　脳

のう いっ　けつ

溢血を発症し、 2月 3日永眠す
　　　〜
1984（昭和59）年　　　　　壱万円札の顔に
　　　〜　40年間
2024（令和 6）年　　　　　 7月 3日　壱万円札肖像交代す

令和 6年10月20日　記
参考資料
　青の洞門マップ（中津市発行）
　不滅の福澤プロジェクト（中津市発行）

禅海の像。ノミにて穴を掘る姿を像に 青の洞門を見学する観光客
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